
いちご「とちおとめ」の栄養診断法の検討

1．賦験のねらい

　　いちごの肥培管理に関しては、生産者の経験に頼るところが大きく、肥料の過不足が生産を不安

　定にしている一因となっている。そこで、諸施肥条件下におけるいちごの収量と葉柄汁液の硝酸イ

　オン濃度との関係を明らかにし、簡易栄養診断にもとづく施肥改善を図る。

2．賦験方法

　　とちおとめを供試し、基肥の窒素施用量をa当たり成分でO，2，4kgの3処理、追肥時期を12

　月4日、1月15日、3月1日、無施用の4処理として組み合わせた12処理区を設けた。基肥には女

　峰スーパー（lO－12－1O）を用い、4kg区は2kg区にNロングに共り窒素成分を2kg上乗せした。ま

　た、カリは成分で3．Okg、リン酸は2．4kgを施用し、各区とも同量とした。追肥処理にはキッポ青

　（5－6－4）を用い、窒素成分で0．3kgを施用した。7月15日にポリポットヘ採苗仮植し、夜冷処理を

　8月20日から9月9日まで行った。9月10日に畝幅100㎝、株間21㎝の2条高畝へ定植し、10月25日

　から保温を開始した。葉柄汁液の硝酸イオン濃度は、展開第3葉の葉柄を1㎜厚程度にスライスし、

　10～20倍量の純水で振とう浸出して小型反射式光度計（RQフレックス）で測定した。

3．風験詰果及び考駆

　（1）全期収量は、2㎏・12月4日区、同・1月15日区、4kg・1月15日区が多く、0kg・3月5日

　　区、同・無追肥区はとくに少なかったが、年内収量の処理間差はは小さく、0kg区でも窒素施用

　　区と同程度の収量が得られた。1月以降は窒素施用区で多く、0kg区は12月4日及び1月15日の

　　追肥による増収効果が高かった（図一1）。

　（2）葉柄汁液の硝酸イオン濃度は、各区とも定植後から急激に上昇してlO月下旬からl1月上旬にピ

　　ークに達し、以降は低下して1月中旬から2月上旬に最も低くなづた。基肥量間では、生育初期

　　は0kg区の濃度も1200～1400pp㎜を示し、基肥量の影響はほんど見られなかった。l1月以降は0

　　kg区が低い値で推移し、12月に400ppm，1月には200ppm以下にまで低下した。また、0kg区は追

　　肥により硝酸イオン濃度が顕著に上昇したが、2kg区と4kg区では判然としなかった（図一2，3，

　　4）。

　（3）各時期における葉柄汁液の硝酸イオン濃度と収量、糖度との関係を表一1に示した。1O月の濃

　　度と収量、糖度との関連は認められなかったが、後期収量は12月及び1月、全期収量は1月及び

　　2月の濃度が高いと多くなる傾向が認められた。糖度についても、葉柄汁液の硝酸イオン濃度が

　　高いと高くなる傾向がみられ、とくに12月の濃度と高い相関が認められた（表一1）。したがっ

　　て、株当たり600g以上の収量を得るには、葉柄汁液の硝酸イオン濃度を12月で600pp㎜、1月で

　　300pp㎜、2月で400pp㎜程度を維持することが必要と考えられた（図一5）。

4．成果の要約

　　葉柄汁液の硝酸イオン濃度と収量、品質との間には正の相関が認められ、とくに12月から2月の

　濃度は診断指標として利用できるものと判断された。株当たり600g以上の収量を確保するためには、

　葉柄汁液の硝酸イオン濃度を12月で600ppm，1月で300ppm，2月で400pp㎜程度に維持する必要があ

　る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　栃木分場　栃木博美）
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　図一1　時期別可販果収歴
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図一2　葉柄汁液の硝酸イオン纏度の推移（0kg）
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図一3　薬柄汁液の硝酸イオン濾度の推移（2kg）　図一4　葉柄汁液の硝酸イオン演度の推移（4kg）

　表一1　葉柄汁液の硝酸イオン漣度と収圃、果実糖度との相関係数
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図一5 葉柄汁液の硝酸イオン纏度と全期収糧との関係（左：12月 中11月　右：2月）
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